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Discovery of Eurema brigitta CRAMER in Japan 


By TAKASHI SHIR6ZU 


ホシ ジ シボ シキ チョ ツ Eurema brigitta CRAMER* は アフ リカ 及び 印度 漂 洲 区 の 熱帯 に 広く 分 布 する 種類 で , 極東 
アジ ア に お いて は 人 台湾 が 現在 分 布 の 北限 と し て 知ら れ て お おり , 日 本 で は 未だ 一 度 も 発見 され た と と の な いも の で 
ある . と とろ が 昨年 (1955 年 ) の 9 月 より 10 月 に か け て 北九州 唐津 の 時 の 松原 で 本 種 が 少く も 9 頭 は 採集 きれ, 
克 に 同じ 場所 で カワ ラグ ケツ メイ の 茎 上 に 生き た 疲 が 発見 され , 少く と も 1955 年 の 9 一 10 月 頃 に か け て 本 種 が 唐津 
で 発生 し た と と が 明らか と な っ た の で , これ が 果して 日 本 土着 の 種 で ある か 或 は 南方 地域 か ら の 偶 産 蝶 が 突発 的 
に 発生 し た も の で ある か は 現在 まで の 資料 で は 結論 を 出し うる に 至っ て いな い が , 取 敢 え ず と の 発見 の 概要 と 唐 
津 産 標本 につい て の 所 見 を 予報 的 に 報告 し て お きた い . 
腕 見 の 徹 要 : 唐津 市 の 松下 泉 氏 ( 詩 津 高校 在学 ) より 神谷 寛之 氏 を 通じ て 採集 場所 , 日 時 , 頭数 その 他 の 状況 
を 精 紀 に し た ヽ め た 午 信 と 共に 同定 依頼 の 18 の 標本 を 受取 っ た の が 1955 年 10 月 25 日 で あっ た . 私 は 標本 を 一 見 
し て 松下 氏 の 推定 通り これ が 獲 も な く ホ レボ シキ チョ ウ で ある こと を 認め た が , こと の よう な 種類 が 日 本 で 発見 さ 
れる と いう よう な と と は 全く 予 天 し な いと と で あっ た の で 最初 は と の 標本 の 出所 に つき 若干 の 疑念 を 抱か ざる を 
えな か っ た . し か し 松下 氏 の 報告 は 精細 を 極め て 疑 の 余地 は 全く な いよ うに 感 ぜ せり られ た . いづ れ に し て も これ は 
至急 と 調査 の 必要 が ある と 思わ れ た の で 松下 氏 に 連絡 し て 採集 現場 の 状況 を 調べ に 出かけ た の が 10 月 28 日 で あっ 
た . と の 日 は 九 大 教養 部 の 学生 , 神谷 寛之 , 木戸 健氏 両氏 の 応援 を えて 松下 氏 に 現場 に 案内 し て 貫い 発生 地 附 近 
を 歩 る き 廻 っ て 調べ た が , 折 悪 し く 小雨 模様 の うす ら 楽 い 日 で 蝶 の 姿 は 1 頭 も 認め られ な か っ た . 松下 氏 の 示 き 
れ た 採集 地 は 東 唐 津 駅 (筑肥 線 ) の 僅か 200 一 300m 東方 の 鉄道 線路 両側 の 松林 の 林 緑 部 で 松下 氏 の 採集 し た 8 頭 
中 の 7 頭 ま で が と の 小 地域 で を られ て いる . 残り の 1 頭 は と の 地点 より か な り 離れ た 地点 (博多 及び 伊万里 と 至 
る 線路 の 分 岐 点 よ りや ゝ 東方 より の 線路 の 南側 で 水田 と の 境界 部 ) で を られ た と 言う . 前 記 の 採集 場所 (7 頭 採 
集 き れ た 所 ) の あたり は 一 面 の 砂地 で 線路 両側 の 松林 中 に は 下草 が 極め て 少く , 僅 に 線路 と 松林 間 の 陽光 の 直射 
する 狭い 地帯 に 多少 の 雑草 が 生 を て いる 程度 で あっ た . この 一 帯 で ホシ ボ シ キ チョ ウ の 食 草 と な りう る 本 能 涯 の 
ある マメ 科 植 物 は カワ ラ ケ ツ メイ , メド ハギ , コマ ツナ ギ の 3 種 し か 見 当ら ず , いづ れ も 栄 養 不良 で 丈 が 極め て 
低く 誠に 谷 弱 な 様 料 を 星 し て いた . 以上 の 植物 の 中 , カワ リラ ケ ツメ イ Cassia mimosoides LINNE, var. 0mame 
MAKINO が 恐らく 幼虫 の 食 草 で は な か ろう か と 推定 され た の で 百 , 神谷 ・ 木 戸 ・ 松 下 の 三 氏 に 応援 を 頼ん で 1 本 














































































































* 本 種 の 学名 は また Eurema libythea FABRICIUS 或 は 万 . み ozg HORSFiELD と し て 知ら れ て いる が , A. 
STEvEN CORBET (Entomologist, 67 (859) : 277-279, 1934) に 従え ば 上 掲 の の?g2 が 2 を 使用 すべ き で あ 
る と 言う . 本 種 の 学名 の 変遷 に 関し て は 私 の 紹介 文 (Zephyrus, 9 (3) : 220, 1943) を 参照 頂き た い . 

** 南 支 那 香 洪 に お いて ホシ ボ ジ シキ ナチ ナ ョ ウ が Cassig mimosoides を 食 草 と する と と は 古く J.C. KERSHAW, 1907 
(Butterfies of Hongkong : 98) に よっ て 記録 きれ て お り , これ より 上 記 の よう に 推定 し た . 
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々 々 カワ ラ ケ ツ メイ を 調べ て 見 た が 
遇 の ぬけ が ら 又 は 死 瑞 凌 か り で 幼虫 
又は 踊 の 生 品 を 得る と こと は 出来 な か 
っ た . これら の 材料 は 明らか に キチ 
ョ ツ の も の で は な く , ツマ グロ キチ 
ョ ウツ (本 種 も と の 地域 に 多い ) か ホ 
シボ ジ キ チ ョ ウ の いづ れ か で あろ う 
と 推定 され た が 判定 出来 な か っ た . 
10 月 28 日 の 調査 は 上 記 の 次 第 で 不 間 
尾 で あっ た が , 松下 氏 よ り は 同氏 採 
集 の ホシ ボ シ キ チョ ツウ の 全部 を 貰い 
OA ed 
1 日 お いて 10 月 30 日 に は 更に 九 大 教 
養 部 の 三枝 豊平 氏 が 現場 に 出かけ , 
晴天 に 恵まれ て キチ ョ ツウ, ツマ グロ 
キチ ョ ツウ と 共 と 本 種 の 完全 な 1? を 
採集 し (松下 氏 が 7 頭 を を られ た 小 
地域 ), 松 下 氏 の 採集 の 真実 性 が 完全 
と 証明 され た . 高 , 三 校 氏 は 同 場 所 
で カワ ラ ケ ツ メイ 上 より 採集 し た 生 
暴 1 個 を 持 帰 っ た が , と これ は 11 月 下 
旬 に 斑 っ て 羽化 に 近づき 完全 な ホ ジ 
ボ ジ キ チョ ツウ の 斑紋 が 外観 か ら 視 
出来 る 程度 に な っ た が , 遂 た 羽化 に 
至ら ず 死 亡 し た . と れ は 恐らく と の 
頃 か な り 温 度 が 低下 し て きた の で 低 
混 に よる 死亡 と 推定 され る . し か し 
と の 殆 が ホシ ボ シ キ チョ ウ で ある と 
と は 確認 出来 た の で , I 2 きたな (へ こい 
唐津 産 標本 に つい て の 所 見 : 目 津 で 松下 ・ 三 校 両氏 に よっ て えら れ た 9 頭 の 標本 は 附図 の 写真 (Figs.1~9) に 示 
し た . と の 中 . ON RD SN 
の は 何れ も 8 で 同じ く 松 下 氏 の 10 月 2 日 の 採 品 , Fig. 9 と 示 し た の は ? で と れ は 三枝 氏 の 10 月 30 日 の 採 品 で あ 
る . と れ ら を 見 る と 大 き さ の 差違 が か な り 著 し く 10 月 2 日 及び 30 日 採 の 28 ぉ 1 (前 次長 ,8 16 一 17mm, 17.5 
mm) は 9 月 24 日 の 5881 (前 翔 長 , 8 19 一 22mm, 21.5mm) に 較べ て 目立っ て 小さ く , これ は 発生 期 ( 気 
温 ) の 相違 に よる も の と 考え られ る . と これ を 台湾 産 の 標本 (私 の 調査 し た 標本 の 一 部 を Figs. 10 一 18 に 示 し た . 
10 一 12 は 高慢 期 型 8, 13 は 高温 期 型 々 , 14 一 17 は 低温 期 型 8, 18 は 低温 期 型 * ) と 比較 し て 見 る と , 季節 的 変化 
を 充分 に 考 成 に 入れ て も 尚 次 の よう な 点 で か な り の 相違 が 見 られ た . 
(1) 台湾 産 亜 種 (万 . 72g2772 formosana MATSUMURA*) で は 高温 期 型 (7 一 8 月 の 採 品 ) は 半 表 の 黒 緑 が よ 
く 発 達し 緑 毛 は 全く 赤 味 を 帯び な い が , 低温 期 型 (10 一 12 月 及び 2 月 の 採 品 ) で は 黒 緑 の 発達 が 弱く ( 特 後 在 
(におい て), 裏面 か ら 観 察する と 緑 毛 が 美 雇 な 桃色 を 星 す る の が 著しい 特徴 で ある . 唐津 産 の 個体 で は 黒 線 の 発達 















































台 満 産 ホ ど ボ シキ チョ ウ に と この 学名 を 使用 する こと に つい て は 稚 の 報告 (Sieboldia, 1(2) : 151-152, 1953) 
を 参照 頂き た い . 
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は 台湾 産 の 低温 期 型 より むし ろ 弱 い 程 度 で 明らか に 低温 期 型 あら わし て いる と 思わ れる の に K 緑 毛 は 全く 或 は 殆 

ん ど 全 く 桃 色 を 帯び な い . 

(2) 後 妹 表面 の 黒 緑 : 台湾 産 低温 期 型 で は 後 牙 の 黒 緑 は 前 縁 角 の 部 分 で 広く 第 5 室 の 中 央 以後 で 急激 に 細 ま 

る が , 唐津 産 の も の で は 洒 次 内 緑 角 に 向っ て 細 ま り 盆 激 な 推移 が 見 られ な い . 

(3) 競 裏 面 の 線 ・ 点 状 斑 : 台湾 産 に 較べ て 線 ・ 点 状 班 の 発達 が 弱く , これ は 特 と 後半 に 強く 認め られ る . 

導 。 私 の 調査 し た 材料 で は 唐津 産 の も の は 地 色 が キチ ョ ウ OR 湾 産 の よう な 濃 次 色 で な い 
点 に も 差違 が 見 られ た が , 私 の 見 た 合 湾 産 材料 の 採集 日 附 か が か あまり 新しい も の で は な く 多 少 変色 の 懸念 も も ある の 
で (キチ ョ ツウ 類 の 黄色 の 地 色 は 標本 が 古く な る と 更 濃 色 と な る ), と の 点 は 新鮮 な 材料 を 比較 する まで 確か な 差 
違 点 と し て は あげ る と と が 出来 な い . 叉 唐津 産 の も の は 全般 的 た 台湾 産 よ り 小形 で ある よう に 思わ れる が , キチ 
ョ ウツ 類 の 大 き さ の 個体 変異 は 著しい の で , と の 点 も 更に 多数 の 材料 を 見 な けれ ば 確か な 人 違い と し て 述べ 難い . 

以上 の 差異 は 同一 亜 種 の 個体 変異 又は 環境 に よる 変異 と は 考え 難く , 従っ て 唐津 で を られ た ホレ ボ シ キ チョ ウ 
は 日 本 土着 の 亜 種 を あら わし て いる か , 或 は 台湾 以外 の 東洋 熱帯 より 迷い と ん だ 母 蝶 が 産卵 し て 繁殖 し た も の か 
の 何れ か と 考え られ る . 若 し 日 本 土着 の 亜 種 で あれ ば 連 年 同 地方 に 発生 すべ き 筐 で ある . 迷 蝶 の 場合 と し て は 船 
又は 航空 機 ) に よる 人 為 的 な 搬入 と 台風 な ど に よる 母 蝶 の 運搬 が 考え られ る . いづ れ に し て も 将来 の 連続 的 調 
査 に より これ が 日 本 土着 の も の で ある か どう か は 遠から ず 確 定 さ れる で あろ う . 

と の 小 文 を 終る た に あたり 平素 より 御 乃 第 な 御 指導 を 頂い て いる 九 大 農学 部 江崎 悦 三 教授 , 本 種 を 一 見 ま ぎ ざら わ 
し い 近 似 種 か ら 区 別して ホレ シレ ボ シキ チョ ウ で は な か ろう か と 看破 され た 松下 氏 の 畑 眼 と , 採集 され た 全部 の 標本 
を 筆者 に 贈ら れ て その 発表 を ゆだね られ た 同氏 の 御 好意 に 最高 の 敬 芝 を 表し た い . 又 神 谷 , 木戸 , 三枝 の 三 氏 か 

ら は 現地 の 調査 , 採集 に 御 援助 を 受け た . と ヽ と 明記 し て 謝意 を 表す る . 

































































Résumé 

Eurema brigitta CRAMER, a tropical Pierid butterfly, widely distributed in the African and 
Indo-australian Region, has not been found in Japan and its northern-most locality in eastern 
Asia was Formosa, so far as kncwn up to present. In September and October, 1955, nine specimens 
(78@ 29®) in total of this species were collectd at Karatsu, North Kyushu, Japan, by Messrs. 
IzZUMI MATSUSHITA and TOYOHEI SAIGUSA, and, moreover, one living Dupa of the species Was 
found on Cassia mimosoides LINNE, var. nomame MAKINO (Papilionaceae) in the same habitat by 
Mr. T. SAIGUSA. Thus there is no doubt that the species was bred on Cassia in that locality at 
]east in September and October, 1955. 

I compared these nine specimens (Figs. 1-9) with those of the Formosan subspecies, E. brigitta 
formosana MATSUMURA (Figs. 10-18), and found that they differ from each other in some respectSs. 
In formosana the colour of the fringe of both the wings is strongly pink-tinged in the cc1H- 
season form, seen frcm below, though not pink in the warm-season form. The nine specirmnens 
before me frcm Karatsu, Japan, are apparently representing the cold-season form judging from 
the degree of development of the black bordering on the upperside of wings and the collecting 
dates, but they are furnished with a fringe not pink. The black bordering of hindwings is stron- 
gly marked in the preapical part and sudden】y narrcwed towards the anal region from the middle 
of the space 5 and the brownish fasciae on the underside of wings are well developed in the 
cold-season form of the Formosan subspecies,、 while in the specimens from Japan, the black 
bordering is narrower and gradually tapering towards the anal region and the brownish fasciae 
are less developed. 

Judging from the above mentioned facts, the specimens captured at Karatsu cannot be regarded 
as belonging to the Formosan subspecies,and must have been accidentally introduced (possibly 
by ship) into Japan from some locality in tropical Asia other than Formosa, unless it is proved 


to be the natives of Japan. It requires further investigations in order to elucidate this problem. 
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